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博士論文 要約 
 
【研究背景】 
新生児医療の発展により低出生体重児の生存率は上昇している。一方で、脳性麻痺や精
神発達遅延、視力障害などの神経学的後遺症の発症率について大きな改善は認められてい
ない 1)。このような背景を踏まえ、新生児集中治療室（neonatal intensive care unit：以
下NICU）においては、Developmental Care（個別的発達促進支援：以下DC）や Family-
Centered Care（以下 FCC）の重要性が唱えられている。 
 近年、国内外においてNICUに入院した早産低出生体重児の父親を対象とした研究が行
われており、父親が困難に感じることとして役割変更が明らかとなっている 2)3)。また、先
行研究 4)において、NICU に入院している子どもの疾患的背景に関する条件を拡大して研
究していくことや父親と母親間の関係性に着目した研究をより一層行い、両親を対象にし
た看護援助を検討していく必要性が示唆されている。 
 以上のことから、出生後、脳実質に器質的病変を合併したことにより、脳性麻痺発症の
リスクが高まった早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の調整過程を支援する看
護援助を開発することで、子どもの出生から在宅生活開始当初の家族の危機的状況におい
て、父親自身の発達や夫婦間の関係性の満足を促進、子どもとの相互作用の促進につなげ
ることができ、家族機能を維持・発展することができると考えた。 
 
【研究目的】 
 本研究の目的は、脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父親役割遂行に向け
た両親の調整過程を支援する、NICUにおける看護援助を明示することである。 
 この目的を達成するために、本研究は、以下の研究 1、研究 2の 2段階より構成した。 
 研究 1：脳性麻痺の診断を受けた早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の調整 
過程の構造化 
 研究 2：脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の 
調整過程を支援する看護援助の開発と専門家会議による内容的妥当性と実行可能性の検討 
 
【本研究の枠組み】 
 本研究は、家族システム理論、役割理論、家族発達理論を基盤とし、研究の枠組みとし
て、エコロジカルモデル 5)を参考に、脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父
親の父親役割遂行に着目した人と環境との相互作用に関する概念枠組みを作成した。 
 
【用語の定義】 
父親役割：父親としての価値観、態度、行動を含む文化的総体であり、父親と母親、お
よび子どもを含む家族システム内のメンバーに対する責任を伴うもの 6)とした。 
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【倫理的配慮】 
 本研究は、研究の各段階において、千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会の承認
を受け実施した。 
 
研究 1：脳性麻痺の診断を受けた早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の調整 
過程の構造化 
【研究目的】 
脳性麻痺の診断を受けた早産低出生体重児の両親がどのような状況の中で父親役割を 
遂行していたのかを明らかにし、父親役割遂行に向けた両親の調整過程を構造化する。 
【研究方法】 
NICUを有する施設の新生児外来に通院している早産低出生体重児の両親を対象とし、
質的記述的研究を行った。早産低出生体重児は、①出生前診断を受けていなく出生時にお
いて未熟性に起因する病態以外は合併していないこと、②脳室周囲白質軟化症または脳室
内出血を合併し脳性麻痺の診断を受けていることとした。 
【結果】 
研究参加者は 30～40歳代の両親 5組であった。脳性麻痺と診断された早産低出生体重
児の年齢は 2～3歳であった。父親役割遂行に向けた両親の調整過程として、〘妻と出産
について話し合いながら妻をいたわる〙、〘妻と子どもの生死に直面し動揺しながらも妻
をいたわり、子どもの無事を願う〙、〘NICU環境や子どもの外見に衝撃を受けながら
も妻をいたわる〙、〘子どもを優先した仕事の調整を行いながら子どもと関わる〙、〘妻
と協働しながら日常の育児家事や子どもの成長発達を意識した育児を行う〙、〘夫婦で話
し合うことで意識を統一しつつ、妻の育児への取り組みを支える〙、〘妻や祖父母と協働
しながら意図的にきょうだいと関わる〙の 7テーマが生成された。また影響要因とし
て、［これまでの経験を踏まえた夫婦の関係性］、［早産低出生体重児の反応］、［きょうだ
いの年齢・気質・性格］、［支援してくれる祖父母の存在］、［医師からの病状説明内容］、
［職場環境］など 30の要因が生成された。両親は、父親役割遂行に向けた両親の調整過
程の特徴から明らかとなった萌芽期・試行錯誤期・協働拡大期の 3段階を辿っていた。 
 
研究 2：脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の 
調整過程を支援する看護援助の開発と専門家会議による内容的妥当性と実行可能性の検討 
【研究目的】 
 脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の調整過程
を支援する看護援助を開発、専門家会議により看護援助の内容的妥当性と実行可能性を検
討する。 
【研究方法】 
研究 1より脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両
親の調整過程の概念枠組みを作成後、看護援助開発に向けて研究 1の限界と課題などに
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ついて文献検討を行い、研究 1および文献検討より看護援助を開発、その後、NICUに
おいて脳室周囲白質軟化症や脳室内出血を合併した早産低出生体重児とその家族への看護
実践を有するNICU経験 5年以上の看護師を対象に専門家会議を行い、看護援助の内容
的妥当性と実行可能性を検討した。 
【結果】 
父親役割遂行に向けた両親の調整過程の概念枠組みは、父親役割に対する役割期待を知
覚する契機、父親役割に関する思考、父親の価値観と思い、父親役割遂行に向けた調整、
父親役割遂行、父親役割遂行に向けた母親の思いの 6つの要素が循環する枠組みであっ
たが、その特徴は研究 1で明らかとなった段階によって異なった。 
文献検討を行った結果、具体的な看護援助内容を検討する際は、試行錯誤期をさらに 2
つに分けることで、より臨床に即した看護援助の開発につながるなどという示唆を得た。 
看護援助は、萌芽期ではアセスメント指標、看護援助の概念枠組みと看護職の行動指標
を開発した。試行錯誤期は前期と後期に分け、試行錯誤期全体で使用するアセスメント指
標と看護援助の概念枠組み、前期・後期それぞれで使用する看護職の行動指標を開発し
た。さらに初定期外来受診時（協働拡大期）に使用する評価指標を作成した。 
専門家会議の結果、看護援助 152項目中、42項目を修正、14項目を追加、2項目を統
合、3項目を削除した。 
 
【考察】 
開発した看護援助は、脳性麻痺発症により生じうる家族の危機を見据え、父親役割遂行
に向けた両親の調整過程の段階に合わせて看護援助を展開する。本看護援助は、家族シス
テムとしての発達を支援し、NICU退院後の脳性麻痺発症により生じる危機を家族全体
で乗り越えることに寄与すると考える。 
今後の課題として、開発した看護援助の展開における事例を積み重ね、詳細かつ継続的
な記録から開発した看護援助の有用性を検証すること、実際に臨床において看護援助を展
開できるかその実用性について検証することが必要である。 
 
【結論】 
 脳性麻痺発症のリスクが高い早産低出生体重児の父親役割遂行に向けた両親の調整過程
を支援する看護援助として、父親役割遂行に向けた両親の調整過程についてのアセスメン
ト指標、父親役割遂行に向けた両親の調整過程における看護援助の概念枠組みと看護職の
行動指標、父親役割遂行に向けた両親の調整過程に関する評価指標を開発し、専門家会議
において開発した看護援助の内容的妥当性と実行可能性は確保できたものと判断された。 
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